
　最新刊の第８巻「虹　誰もいな

いから両手を広げた」は、北日本

新聞連載の１４１～１６０回目までの�

話分を収めています。１，１００円。

問い合わせは北日本新聞社出版

部、電話０７６（４４５）３３５２（平日午前

９時～午後５時）。
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次回掲載は７月１日（月）です。

　「ＹＵＲＩＥ　ＰＡＲＫ」は６月９日ま

で開催中です。遊園地を思わせる演出で、

とてもユニークな空間になっています。１

階に展示されている美術館収蔵品と合わせ

てお楽しみください。７月�日からは射水

市新湊博物館でも川越さんの企画展が開か

れます。川越さんが生み出した虫たちが待

っています。

　地球は虫の惑星だ。草原に、砂漠に、街

に、庭に。見渡せば至るところにいる。見

えない場所にも存在するだろう。たとえば、

人の胸の中にも。
かわごえ

　射水市出身の造形作家、川越ゆりえさん

（�）は架空の虫の造形物を作る。ねたみに

怒り、悲しみ、孤独感。人間の感情、とり

わけ負の感情を独自の虫の形に託す。標本

箱に毒々しくも、どこか愛らしい虫たちを

収めたシリーズが代表作だ。

　例えばジェラシー（嫉妬）を表す虫は、

黒い背中が紫色の粒で覆われている。粒は

吹き出物のようでもあり、ブルーベリーの

ようでもある。ピエロの仮面のような模様

がある甲虫は、嫌われるのが怖くて本心を

隠すためにおどけているのだという。

　多くの人は川越さんの虫をグロテスクと

いうより、かわいらしく美しいと感じるだ

ろう。感情を醜く表現しない理由を「弱い

部分とか、暗さとか。人間は心に持ってい

て当たり前じゃないですか。それが前に進

む原動力になることもある」と説明する。
にざやま

現在、入善町の下山芸術の森発電所美術館

で企画展「ＹＵＲＩＥ　ＰＡＲＫ」を開催

している。美術館に並ぶ虫はいずれも川越

さんの分身のような存在だ。

◇

　虫が好きだったわけではない。触るのも

怖かった。虫以上に人に臆病だった。

　まず幼稚園になじめなかった。園庭で木

の実を並べて１人で遊んだ。小学生の頃は

リーダー的な存在の女子にいじめられた。

いつも機嫌をうかがっていた。そうしない

と無視される。そうしなくても無視される。

「無視しないで」と言う勇気もなかった。

中学校でも特定の男子生徒から、からかわ

れる日々だった。

　トラブルを少しでも避けるための防衛策

は「ヘラヘラすること」だった。あえてお

どけて振る舞った。「笑われていたら、何

もされないと思っていました」。子どもの

頃からのくせは抜けない。大人になった今

もすぐに作り笑顔を浮かべてしまう。

　つらい人間関係の中で、絵を描くことが

救いだった。カレンダーの裏にオリジナル

の漫画を描いた。おもちゃも自分で作った。

魔法使いの杖も、セーラームーンのコンパ

クトも画用紙で作った。おもちゃ屋さんに

行けば既製品が売っているのは知ってい

た。「親にねだるのが悪い気がした。でも、

誕生日に『本物』を買ってもらえた時はう

れしかった」

　図工や美術の時間も楽しかった。しかし、

学校で自分の作品を褒められても「そんな

ことないよ。下手だよ」と卑下した。目を

付けられないようにするためだった。

　高校に入学すると、中学までの反動か、

周りにはきつく当たった。思ったことをす

ぐに口にした。相手を思いやれば、言わな

くてもいいことがたくさんあった。でも、
おり

そうしないと心に澱がたまった。同級生の

悲しい顔を思い出すとつらくなる。「ひどい

態度でした。完全に黒歴史」と振り返る。

◇

　高校卒業後は、富山大芸術文化学部に入

った。教員免許を取って美術教師になろう

と思っていた。「絵は好きだから、やめな

いだろう」という消去法でもあった。

　美術を学ぼうとする学生には個性派が多

い。何人かの同級生は、魅力的なスタイル

を持っていた。なんとなく描くのが楽しか

っただけの自分とは違う。描く姿も、作品

もまぶしく見えた。憧れつつ、嫉妬した。

自分だけの作風を模索した。

　リビングで休んでいると、小学校の授業

で作った標本箱が目に入った。ヒマワリや

トウモロコシの種が整然と並んでいた。そ

こにいつからか頭にあった「嫉妬や寂しさ

は心に住み着いて卵を産む虫のよう」とい

うイメージが重なった。ずっと引きずる鬱

屈とした感情が標本箱の中で溶け合った。

　心の弱さを表す虫の造形物を粘土で作

り、木枠の中に並べてみた。大学３年の頃

に参加したグループ展で初めて出品した。

油彩を専攻していたので、立体造形は挑戦

だった。現在の作品に比べれば拙いものだ

ったが、思いのほか好評だった。教授から

は「この方向で行くといい」と背中を押さ

れた。「自分だけのスタイル」が定まった

瞬間だった。

　大学の卒業制作も標本箱だった。苦手だ

った虫はいとおしくなっていた。自然が豊

富な大学のキャンパスには、いろいろな虫

がいた。木に止まる姿を観察したり、死骸

を拾ったりして構造をつかんだ。架空の虫

とはいえ、リアルさを追求した。

　１年かけて完成させたのは、背丈を超え

る１５０号の大作だった。カブトムシやクモ、

蛾、そしてさなぎを思わせる造形物を２００

個近く並べた。ささくれ立つ感情を託した。

制作しない日はなかった。「作品を作るだ

けの１年でした。嫌になっちゃうくらい。

あれを乗り越えられたんだから、もう何が

あっても大丈夫」と自信を持った。

　大学院進学後は公募展で受賞を重ねた。

修了後は就職せずに作家活動を続けた。ア

ルバイトをしながらの作家生活に不安はほ

とんどなかった。大学の卒業制作で大作を

完成させられたことが支えになっていた。

　その作家活動は、注目度の高い美術館の

目にも留まった。金沢�世紀美術館から声

がかかった。若手に発表の機会を与える企
たてまつゆ

画に参加しないかという。学芸員の立松由
み こ

美子さんが北陸３県の若手をリサーチして

いたところ、大学院の修了展で川越さんと

いう存在を見つけた。立松さんは「簡単に

は割り切れない複雑な感情を幻想性に富ん

だ虫の姿態に置き換えた上に、標本箱に分

類して陳列して見せる様式の美しさも生み

出しています」と評価する。

　２０１７年。美術館の真っ白な壁を色鮮やか

な虫たちが彩った。「弱虫標本」と名付けた

個展は盛況だった。作品を紹介するリーフ

レットは完売した。川越さんを高く買って
つづききょういち

いた現代美術に詳しい編集者の都築 響一

さんを迎えたトークショーも開いた。

　都築さんは聞き上手だった。包み込むよ

うに質問してくれた。生い立ちについて尋

ねられると、思いがあふれた。幼少期から

中学校までの人間関係の難しさや、いじめ

を受けたことをひと息で明かした。ずっと

胸につかえていたことだ。これまでは親し

い人以外には教えていなかったことだ。

　話し終わると、心が少し軽くなった気が

した。個展という大切な舞台で、聴衆や都

築さんと負の感情を分かち合えた。一区切

りつけられた気がした。

◇

　時々、少女時代を振り返る。いじめは容

認できない。一方で当時のつらさは作品に

昇華できた。結果的に美術家としての活動

につながった。とはいえ、納得できない。

「今も誰かの顔色をうかがってしまうのは

昔の経験のせい。どうだったら良かったの

か」と首をかしげる。一つだけ確信するの

は、美術があってよかったということ。「も

しなければ、ネットに誰かの悪口をずっと

書き込んでいたかもしれない」と怖くなる。

　かつて味わったつらさは乗り越えつつあ

るけれど、代わりに社会全体に教室のよう

な息苦しさを覚える。ＳＮＳをのぞけば、

ちょっとした失言や失敗をあげつらう人が

いる。「みんな完璧じゃないのに、どうして

他人の弱さを許せないんだろう」と憤る。

　今、作品に込めるのは「弱くたっていい。

間違っていてもいい」という思いだ。最近、

表現の幅が広がった。これまでのように標

本箱に虫を収めず、直接キャンバスに配置

したり、枝に固定したりしている。弱虫が

枠の中から飛び出したのだ。

　「標本の形にするのも好き。でも突き破

ってみたいという思いもある」。作品には

自信がある。好きだと言ってくれる熱烈な

ファンもいる。

人間の感情を象徴する虫の

造形物を制作する川越さん
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